
令和６年度意見交換会意見総括シート（Ｒ７．１．25 意見交換会への対応方針について） 

    （ 産業建設 ）委員会 

【テーマ】羽島市の農業について 

 

 【１班】農業の現状・問題点 【２班】羽島市の農業について 【３班】稲作・農業の現状と問題点 

記 録 用

紙 

《農業事情》 

・日本は欧米と比べ食料自給率が低い（30％）。 

・戦争になったら食料不足が生じる。 

・国は農業を軽んじ大事にしていない。 

 

《国に対して》 

・国は価格の保証を。 

→令和６年の米価格であれば米を作る。 

・農業のための地方創生交付金を。 

・農業機械が高額なため購入や更新できない。 

 

《行政に対して》 

・市は国や県にもっと要望してほしい。 

・優良農地が多い羽島市職員も農業にサイド

ビジネス参加するといい。 

・基盤整備など農業環境の整備を。 

・６次産業化を進めてほしい。 

・人材不足の解決。 

・農業機械購入の補助を。 

 

《農業の現状と問題点》 

・個人事業者が多く、高齢化し若手がいない。 

・採算が取れないので就農のハードルが高い。 

・息子もやってくれない。 

《営農組合による大規模農地の整備》 

・これからは営農組合を立ち上げることが大事かも。 

・枝豆に可能性がある。人づくりが重要。 

・羽島市はアスパラづくりに向いている。 

・量を増やさないといけないのではないか。稲作をし

ているのとどちらが良いのか。コメと一緒に半値にな

った。 

 

《農業の変化》 

・農業者の高齢化による担い手の減少が特に重要

である。 

・跡を継がない理由は、恒常的に収入が少ない事

がある。サラリーマンの方が収入が良い。若い方が

増えていない。 

・アスパラなどで生計を立てれないことにあり、江吉

良でも、総代会でも、コメをつくっていないのに総代

にならないことへのぼやきも聞こえる。 

・みちの駅も必要であると思う。 

・出てくる品物と買いに来る品物のバランスが取れ

ていない。 

・昼間に人が集まる地域ならいいけれど。 

・インターの前にも施設がないので人が集まらない。 

 

《環境について》 

・ごみ問題 

 →ペットボトルが年間３袋程度捨ててある。 

 →中に泥があり、洗浄してのごみ出し。 

・コンバイン等から道路に落ちる泥問題。 

 →新しく引越してきた住民からクレーム。 

・朝方、コンバインを動かすと苦情がくる。 

・温暖化など環境変化の影響として収穫減少。 

・暑さに耐える品種の生産の検討。 

・用排水分離でないので、２品種の生産困難。 

・田植え、収穫の時期が異なるため、コシヒカ

リとハツシモ双方は生産できない。 

・水はけをよくしてほしい。 

 →米を作りたいが作れない。 

・草の処理で、野焼きができない。 

 →除草剤が高い。 

 

《設備、道具について》 

・農業機器が高い 

 →大規模農家用の機械ばかりで、小規模農家

では合わない。 

 →投資金額が莫大になってしまう→跡が継げ

ない→担い手問題になる。 



・人手不足であり人材を確保するのが難しい。 

・水田オペレーターを養成していない。 

・人口減少で離農する人が増えている。 

 

《農業の明るい未来》 

・農業はゴールドラッシュ。 

・おんさい広場の活用。 

→もっと販売面積を増やすとよい。 

・独自の販路開拓の道もある。 

・作った作物がよく売れ、将来が明るい。 

・農地をただで貸してもらえる。 

・多くの人がやめているが、残った人は儲かっ

ている。 

 

《まとめ》 

・食料自給率の低い日本にとって主食である

米作の重要性を重視する。 

・農業をやりたい人が就農できるよう魅力あ

る産業にする。 

・子供のころから農業に対する教育が必要。 

・羽島市は優良農地が多くありこれをしっか

りと生かすべきで国、県、市が、最大の助成が

必要。 

 

《市への提言》 

・シルバー人材のような、農業に特化した人材

派遣ができる組織を。 

 

 

《米のブランド化》 

・ブランド米を道の駅に。特 A をとると評価が上がっ

ていく。 

・桑原で金賞を取られたかたもいる。 

・はつしもの PR が大事。 

・かたいお米であるのでお寿司屋さんに良い。 

・空いた時間帯に枝豆やアスパラなど、担い手問題

の解消に資するのではないか。 

 

《課題など》 

・担い手不足・所得不足ではないか。 

・市と農協が、一つになって進んでいく。 

・枝豆のブランド化。 

・東京大学の先生を呼んでやっていたがその後、

話が出てこなかった。予算が余りつかなかった。 

・ブランド化まで行かない程度の手伝いしかされて

いないのではないか。 

・大々的に宣伝されているのかどうか。できているこ

とを周知されているのか。賞を受賞したら宣伝がさ

れているのか。 

・行政との連携が取れていない可能性がある。 

・website 掲載があまりされていない可能性がある。 

・地域の農業者が、農事改良組合があったが、市

の助成金が減少・廃止された。 

・地域ごとに水田であれば水田ごとに戦略を立てな

ければならない。 

・米作のところにアスパラはなかなか大変。 

・お金がかからないものがよいのではないかという意

・水はけをよくしてほしい。 

 

《担い手について》 

・農業引継ぎ。 

・儲かればやってもらえる。 

・営農組合など、委託を受ける側の高齢化の問

題 

・整備のされていない土地の引取りは難しい。 

・農業だけで稼げるようじゃないと無理 

・親の資産（農地）が重荷になっている。 

 

《その他の意見》 

・自給自足（売ることを前提としない）。 

・年中、収穫できる作物を生産できるとよい。 

・小さな面積でも付加価値の高いものを作る。 

 



 

見が出る。かねを出さないとやれない農業は障壁が

あって入りにくい。 

・機械ありきではなく、機械がないと農業ができない

という仕組みを消さないといけない。 

・市民菜園は羽島市もやっている。空いている。 

・趣味でやるかたは増えているが仕事でやっている

方が減少している。 

・若い方に無償に事業としてやらせたらどうか。 

・老人の趣味にしていたら無駄ではないか。 

・一団の土地があったときに、ある程度、金のかから

ない品種の実験場にするなど。 

・学校給食に羽島市産品の活用が重要である。 

・耕作放棄地を若い人に。そういう流れをつくらない

と。 

・駅のホームに農産物のアンテナショップの設置を

行い停車時間で降りて変えるようにしたらどうか。 

・停車時間が短いのではないかという指摘があった

がよい。 

・駅に停車された方に車内で市内でとれたお米でミ

ニおにぎりを配布してＰＲを実施してはどうか。 

・動物やペットの関係しているカワイイ農業など。 

対 応 方

針 

・行政視察をした農研機構や千葉県野田市の先進地事例を含めて、課題等を整理していく。 

・行政視察や意見交換会等で得た内容をもとに、年度末に報告書を作成し、対応方針を決定する。 


